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主 な 内 容

　（仮称）第一地区コミュニティセンターを現在
の中央公民館敷地内に建設することに伴い、3月
27日㈯をもって中央公民館を閉館します（出張
所業務は30日㈫まで行います）。
　また、白井児童館の改修工事を併せて行うた
め、図書室の利用を24日㈬で終了し、白井児童
館を3月27日㈯で休館します。
　（仮称）第一地区コミュニティセンターは5月
中旬からの中央公民館施設解体工事を経て7月
上旬から建設工事を開始し、平成23年度の運営
開始を目指します。また白井児童館についても
同時期の開館を予定しています。
■問　市民参加推進課市民参加推進班　内線3151、
生涯学習課社会教育班　内線3431、児童家庭課
児童家庭班　内線5313
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白井市の人口
（1月末日現在）
人口　60,741人（＋75）
男　　30,369人（＋20）
女　　30,372人（＋55）
世帯　22,414戸（＋28）
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青少年女性センター施設利用料金

区分
　　　　1時間に付き　　　（単位：円）
午前9時～午後5時 午後5時～ 10時
現行 4月1日～ 現行 4月1日～

研修室 150 150 260 250

会議室 150 150 260 250

調理実習室 470 400 570 500

レクリエーションホール 630 600 730 700

出張所の開所日を変更します
　住民票などの証明書を発行する出張所の開所日を4月1日㈭から下記のとお
り変更します。発行できる証明書に変更はありません。申請をする場合は本人
確認のため運転免許証やパスポートなどを持参してください。
　また白井出張所は利用状況等を踏まえ、3月30日㈫をもって証明書の発行を
終了します。

4月1日㈭から変更になる出張所開所日（●は開所日、祝日・年末年始を除く）

出張所名 月 火 水 木 金 土 日

西白井出張所

休み

● ● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

新
た
な
指
定
管
理
者
制

度
導
入
施
設

　

平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
施
設
は
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
の
公
民
館
・
児
童

館
・
老
人
憩
い
の
家
部
分
、
桜
台
セ

ン
タ
ー
の
公
民
館
・
児
童
館
部
分
、

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
南
山
保

育
園
園
舎
）
で
す
。
各
施
設
の
指
定

管
理
者
や
指
定
期
間
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
・
桜
台
セ

ン
タ
ー

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

所
在
地　

東
京
都
豊
島
区
池
袋
3
丁

目
1
番
2
号
光
文
社
ビ
ル
6
Ｆ

指
定
期
間　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜

平
成
25
年
3
月
31
日

※
各
施
設
の
利
用
方
法
・
時
間
お
よ

び
利
用
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内

線
3
4
3
1
、
児
童
家
庭
課
児
童
家

庭
班　

内
線
5
3
1
3
、
高
齢
者
福

祉
課
高
齢
者
支
援
班　

内
線
5
3
3

1
、
市
民
課
市
民
班　

内
線
3
1
4

2◆
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
障
害
児
・
者
サ
ポ
ー
ト
し
ろ
い

所
在
地　

白
井
市
根
2
0
0
番
地
37

指
定
期
間　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜

新
た
に
6
施
設
の
管
理
を

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

 ※開所時間は午前8時30分から午後5時15分までです。月曜日は出張所を含む
全施設が休みとなります。冨士出張所および公民センター出張所の開所日は変
更ありません。

■問　市民課市民班・戸籍班　内線3142 ～ 5、西白井複合センター☎（492）
1011、桜台センター☎（491）7111、白井駅前センター☎（497）1151
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中央公民館を閉館し、
白井児童館を休館します

　平成20年4月から試行的に毎月第2・4の木曜日夜間と第2・4日曜日に住民票の写しや税に関
する証明書の発行窓口を市役所に開設していましたが、試行期間中の窓口開設に係る経費と利
用件数の実績を踏まえると効果が少なく、また各センター出張所で土・日曜日のいずれかに証
明書等発行窓口が開設されることから、3月28日㈰をもって窓口の開設を終了します。
　4月からの各証明書発行業務の取り扱いについては次のとおりです。
住民票等証明書の休日発行窓口
　各センター内出張所で発行窓口を開設します。
　○土曜日に窓口を開設する出張所　⇒　白井駅前出張所・冨士出張所
　○日曜日に窓口を開設する出張所　⇒　西白井出張所・桜台出張所・冨士出張所
課税証明等証明書の夜間・休日発行窓口
　休日・夜間における市税の窓口納付と納税相談実施日に発行窓口を開設します。
※原則毎月月末の木曜日夜間（午後8時30分まで）および日曜日午前中に開設します。
　窓口の開設時間や発行が可能な証明書の種類など、詳しくは問い合わせてください。
■問　市民課市民班・戸籍班　内線3142 ～ 5、課税課市民税班　内線3131 ～ 7、収税課収税班　
内線3121 ～ 5

夜間・休日証明発行窓口業務の試行を終了します 中央公民館・白井児童館
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子育てしやすい元気なまちに
～平成22年度予算案～

平成22年度の主な事業
　平成22年度予算案に盛り込んだ主要事業を総合計画に沿って、具体的な
施策、その予算額などを紹介します。

乳幼児・小学生医療費の助成　　1億2,378万円
　保護者の経済的な負担を軽減す
るため、現在の小学6年生までの入
院に係る医療費の助成に加え、通
院に係る医療費を小学3年生まで
助成します。

私立保育園施設整備への補助　　1億9,898万円
　保育サービスの向上と待機児童の解消を図るため、平成23年4月に開所
予定の私立保育園の施設整備に対し、その整備費の一部を助成します。

家庭的保育事業　　1,801万円　
　多様な保育サービスへの対応と待機児童の解消を図るため、家庭的保育
者（保育ママ）が居宅において児童の少人数保育を行います。

学童保育所の整備　　3,150万円
　入所を希望する児童の増加により、大山口学童保育所を分割運営するた
め、学童保育所を整備します。

ALTの招致・派遣　　3,418万円
　外国語活動教育や国際理解教育の充実を図るため、ALT（英語指導助手）
を1人増員し、すべての小学校で外国語活動の授業時間にALTを配置しま
す。

中学校改修事業　　3,133万円
　生徒が学習しやすい安全な教育環境を実現するため、大山口中学校校舎
の耐震化、安全・防犯、バリアフリー、シックハウス対策などに配慮した
校舎改修工事の基本設計を行います。
　教育環境の向上と災害時の避難場所としての安全性などを確保するため、
白井中学校と七次台中学校の体育館改修工事の実施設計を行います。

地域防災計画の修正　　350万円
　災害時の防災体制を強化するため、災害の予防や災害時の応急対策など
について定めた地域防災計画を見直します。

介護予防事業　　818万円
　65歳以上の人に介護予防への意識づくりを進めるため、地域における高
齢者の集いや健康関連のイベントで、予防啓発などを行います。

障害者支援センターの管理運営　　497万円
　障害のある人が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、市内における
日中活動の場の確保と支援体制の充実を図るため、障害者支援センターを
開所します。

道路の新設改良　　1,800万円
　白井駅・西白井駅周辺の道路環境を改善するため、歩道の段差を解消す
るなどのバリアフリー化に向けた改良工事を行います。

鉄道駅エレベーター整備への補助　　4,093万円
　高齢者や障害のある人などが安全かつ円滑に鉄道を利用できるよう、北
総鉄道㈱が行う白井駅のバリアフリー化（エレベーターなどの整備）に対
し、その整備費の一部を補助します。

男女共同参画の推進　　47万円
　平成23年度から開始する男女共同参画の行動計画（ステッププラン21）
を策定するため、計画案の作成などを行います。

１
安心して子育てできるまちを築く

２
安心して暮らせるまちを築く

予算規模
区分 H22当初予算 増減率

一般会計 158億4,300万円 0.91％
国民健康保険事業勘定 53億1,225万円 12.8％
老人保健 110万円 ▲77.81％
介護保険保険事業勘定 21億1,635万円 8.66％
後期高齢者医療 3億6,249万円 18.7％
下水道事業 9億7,783万円 ▲5.19％
学校給食共同調理場事業 4億6,493万円 0.69％
計 92億3,495万円 9.15％

水道事業会計 5億823万円 ▲8.43％
全会計　合計 255億8,618万円 3.52％

　第1回市議会定例会に上程した平成22年度予算案は、一般会
計と6つの特別会計および水道事業会計を合わせて、総額255億
8,618万円（前年度比3.52㌫増）で編成しました。

特
別
会
計

一般会計は0.91㌫の増
　平成22年度の一般会計予算案の総額は158億4,300万円で、前年度に比
べて0.91㌫の増となりました。
　「第4次緊急財政健全化計画」の取り組みにより、歳入の確保や歳出の
抑制などに努め、歳入に見合った歳出規模に近づけ、市の貯金である財
政調整基金の取り崩し額を圧縮するとともに（前年度比44.9㌫減）、市
の第4次総合計画前期基本計画の推進を図ることを基本に、重点的に取
り組む事業に財源を確保しました。
　重点的に取り組む事業には、乳幼児・小学生医療費の助成、私立保育
園施設整備への補助、家庭的保育事業、地域防災計画の修正、各種検診
の実施、コミュニティセンターの整備、団塊世代地域活動支援事業、家
庭用太陽光発電システム設置への助成、幹線市道の整備などがあります。
■問　財政課財政班　内線3331・2・7

市税の内訳
区分 H22当初予算 増減率

市民税 42億8,687万円 ▲0.16％
固定資産税 35億4,895万円 5.25％
軽自動車税 5,355万円 7.2％
市たばこ税 2億7,783万円 ▲21.67％
都市計画税 5億8,585万円 5.41％
合計 87億5,304万円 1.47％
※千円以下四捨五入のため、内訳と合計
は一致しません。

水道事業会計
区分 H22当初予算 増減率

収益的収入 4億1,006万円 ▲0.69%
収益的支出 4億1,006万円 ▲0.69%
資本的収入 7,073万円 49.46%
資本的支出 9,817万円 ▲30.91%
※収益的とは営業に関する部分、資本的
とは建設などに関する部分を指します。
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各種検診の実施　　5,637万円
　生活習慣病の予防と病気の早期発見・治療を図るため、各種検診を実施
します。
　平成22年度は30歳代以上の女性を対象に乳がん超音波検診を導入しま
す。

コミュニティセンターの整備　　4億6,371万円
　第一地区に地域コミュニティーの核となる施設を整備するため、中央公
民館などを解体し、コミュニティセンターを建設します。

市民活動推進センターの管理運営　　344万円
　市民活動団体との協働体制の構築と市民活動の推進を図るため、白井駅
前センター内にある市民活動推進センターの管理運営を、市民活動推進セ
ンター登録団体に委託します。

団塊世代地域活動支援事業　　10万円
　団塊世代の人たちがセカンドライフ
をより有意義に過ごし、生きがいにつ
ながる講座や幅広い知識・経験を地域
活動に活かせる講座を実施します。

主要作物などのブランド強化の推進　　236万円
　生産者の技術・出荷意識の向上を図
り、梨のさらなるブランド化を進めま
す。農業者団体などと連携・協力し、
果樹を含めた野菜などの生産物の品質
確認やPR活動の手法など、今後のブラ
ンド化の方向性を検討していきます。

工業団地への道路整備事業　　1,540万円
　工業団地への企業誘致や既存企業の活性化を図るため、工業団地へのア
クセス道路の整備に向けて概略設計などを行います。

無料職業紹介所の運営　　341万円
　厳しい雇用情勢に対応し、就業機会の確保および地元企業の雇用を促進
するため、無料職業紹介所を運営します。

３
健康で暮らせるまちを築く

４
元気に活躍できるまちを築く

美しい景観形成の推進事業　　27万円
　市にふさわしい景観の形成を図るため、景観に関する方針や計画などの
方策について、委員会を設置して調査・研究を行います。

家庭用太陽光発電システム設置への助成　　400万円
　太陽光エネルギーを利用した機器の利用促進を図るため、住宅用太陽光
発電システムの設置に対し、その設置費用の一部を助成します。

幹線市道や生活道路の整備　1億8,476万円
　幹線市道や生活道路の舗装・拡幅整備、排水施設などの改良を行います。

雨水排水施設整備事業　　1億3,146万円
　生活環境の向上や大雨による浸水防止を図るため、雨水排水施設（雨水
管）を整備します。

マンション管理アドバイザーの派遣　　16万円
　さまざまな問題を抱えるマンションの管理組合に対し、マンション管理
士を派遣し、問題解決のために助言などを行います。

北総鉄道運賃値下げ支援への補助　　2,588万円
　北総鉄道の運賃を低減し、利用者の利便性の向上を図るため、千葉県・
市川市・松戸市・鎌ケ谷市・船橋市・印西市と協調して北総鉄道㈱に対し
補助します。

循環バス運行事業　　7,002万円
　交通不便地域の解消などを図る
ため、循環バスの運行を事業者に
委託します。バス車両の更新や運
行ルート・時刻などの見直しを行
います。

後期基本計画の策定　　502万円
　平成23年度から開始する後期基本計画を策定するため、計画案の作成な
どを行います。

庁舎改修基本設計　　2,615万円
　市役所本庁舎について、耐震化・バリアフリー化及び老朽個所の補修な
どを実施する改修工事の基本設計を行います。

商工業活性化支援事業　　1万円
　市内における商工業の基盤安定や健全な発展を図るため、（仮称）商工
業振興条例の制定に向けた調査・研究を行います。

５
みどり豊かで快適なまちを築く

6
計画を推進するために

7
その他

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
は
市

民
一
人
当
た
り
い
く
ら
使
わ
れ
る
か
、

左
の
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
ま
し
た
。

　

予
算
全
体
の
う
ち
、
福
祉
や
教
育

の
た
め
に
お
金
が
多
く
使
わ
れ
る
予

定
で
す
。
市
税
と
し
て
負
担
す
る
お

金
が
1
4
4
，
2
8
2
円
、
使
わ
れ

る
お
金
が
2
6
1
、1
5
1
円
で
あ

り
、
差
し
引
く
と
1
1
6
、8
6
9

円
不
足
し
ま
す
。

　

こ
の
不
足
分
は
市
税
以
外
の
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
や
財
政
調
整
基
金

（
貯
金
）
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
賄

い
ま
す
。

福祉のために
80,188円

教育のために
29,072円

ごみ処理など環境のために
23,013円

消防・救急活動のために
17,671円

借入金の返済のために
25,612円

健康診断など健康のために
8,849円

公園や街路樹の整備のために
3,215円

農林水産業のために
1,909円

そのほかの市民サービスなどに
61,296円

商工業のために
2,824円

道路や河川事業のために
7,502円

市税として負
担するお金 使われるお金

144,282 円
（87億5,304万円）

261,151 円
（158億4,300万円）

※平成22年1月1日現在人口
60,666人で算出しています。
（　）内は市全体の金額です。



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

根・復地区の一部で給水開始

　市営水道は定期的に水質検査を行い、安全
で良質な水を冨士・白井・根・富塚・西白井
地区を中心に給水しています。
　本日から給水を開始する区域は下図のとお
りです。
■問　上下水道課業務班　内線3457 ～ 9

道路工事のお知らせ

　視覚障害者誘導用ブロックを設置する工事を行
います。工事は昼間に行い、工事中は交通誘導員
を配置し、安全に十分注意して作業します。
期間　3月中
場所　下図の　　部分（歩行者専用道路）
■問　建設課建設班　内線3213

　旧耐震基準（昭
和56年5月31日 以
前の耐震基準）に
より建築された住
宅を平成21年1月1
日から平成25年12
月31日までに耐震
改修を行い、現行
の新耐震基準に適合する改修を行っ
た人（耐震改修前後に国の基準によ
る耐震診断を実施した人に限る）は、
耐震改修に要した費用の10㌫相当額
（20万円を限度）を所得税から控除
することができます。
　控除を受けるためには「住宅耐震
改修証明書」が必要です。
　特別控除に関する詳細な要件や
「住宅耐震改修証明書」交付に係る
ことは都市計画課へ問い合わせてく
ださい。
■問　都市計画課宅地建築班　内線
3232・3

住宅耐震改修に伴う
住宅耐震改修証明書の発行

「
地
震
被
害
を
最
小
限
に
」

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

〜
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
素
案
）
の
概
要
〜

　

市
で
は
市
内
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
改
修
の
促
進
を
図
る
た
め
耐
震
改
修
促
進
法
・

国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
素
案

に
対
し
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
最
終
的
な
計
画
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景

　

平
成
7
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
、
そ
の
9
割
が
住
宅
・
建
築
物
な

ど
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。

　

大
き
な
被
害
を
受
け
た
住
宅
な
ど

の
建
築
物
の
多
く
は
昭
和
56
年
以
前

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
旧
耐
震
基

準
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
今
後
起
こ
り

住宅・特定建築物の耐震化率

区分 平成20年 平成27年

住宅 69㌫ 90㌫

民間特定建築物 58㌫ 90㌫

市有特定建築物 77㌫ おおむねすべて
※特定建築物とは一定規模以上あり、かつ多数の利
用者がいる学校などの教育施設、病院、老人ホーム、
百貨店、庁舎などの建築物です。

う
る
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
は
、
建
築
物
の
耐
震
化
が
必

要
だ
と
考
え
「
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

計
画
趣
旨

　

こ
の
計
画
は
耐
震
改
修
促
進
法
・

国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
県
耐
震

改
修
促
進
計
画
を
勘
案
し
て
策
定
し
、

平
成
27
年
度
に
向
け
て
市
内
建
築
物

耐
震
化
率
の
目
標
値
を
設
定
し
た
り
、

目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
な
ど
を
設

定
し
ま
す
。

耐
震
改
修
の
目
標

　

平
成
20
年
度
の
耐
震
化
率
と
27
年

度
の
目
標
は
左
下
表
の
と
お
り
と
し
、

市
有
特
定
建
築
物
は
お
お
む
ね
す
べ

て
耐
震
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
市
有
建
築
物
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
の
実
施
状
況
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

施
策

　

建
築
物
の
所
有
者
な
ど
が
耐
震
診

断
・
改
修
を
し
や
す
い
環
境
の
整
備

や
負
担
軽
減
の
た
め
に
次
の
施
策
を

講
じ
ま
す
。

【
耐
震
診
断
な
ど
の
促
進
を
図
る
支

援
策
】

●
木
造
住
宅
耐
震
無
料
相
談
会
の
開

催●
住
宅
耐
震
診
断
費
用
の
助
成
（
平

成
21
年
4
月
よ
り
開
始
）

●
住
宅
耐
震
改
修
費
用
の
助
成
（
予

定
）

●
マ
ン
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
予
定
）

【
重
点
的
に
耐
震
化
す
べ
き
区
域
の

指
定
】

　

市
内
全
域
を
区
域
に
指
定
し
ま
す
。

【
地
震
発
生
時
に
通
行
を
確
保
す
べ

き
道
路
沿
道
の
耐
震
化
】

　

地
震
発
生
時
に
既
存
建
築
物
の
倒

壊
な
ど
で
道
路
が
ふ
さ
が
れ
、
救
援

活
動
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

な
い
よ
う
、
緊
急
輸
送
道
路
（
国
道

16
号
・
4
6
4
号
）
な
ど
の
沿
道
建

築
物
の
耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
建
築
物
の
安
全
対
策
情
報
提
供
】

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
対
策

●
各
種
落
下
物
対
策

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

啓
発
・
知
識
の
普
及

　

県
な
ど
と
連
携
し
建
築
物
の
耐
震

化
を
進
め
、
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・

公
表

●
相
談
体
制
や
情
報
提
供
の
充
実

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

●
自
治
会
な
ど
と
の
連
携

素
案
の
公
表
期
間
・
閲

覧
場
所

公
表
資
料　

市
耐
震
改
修
促
進
計
画

（
素
案
）

公
表
期
間　

〜
15
日
㈪

閲
覧
場
所　

市
役
所
（
都
市
計
画
課
・

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）、各
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
、
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
冨

士
セ
ン
タ
ー
、
公
民
セ
ン
タ
ー
、
桜

台
セ
ン
タ
ー
）、
図
書
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
お
よ
び
提
出

期
間

　

公
表
し
た
素
案
に
対
し
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

提
出
期
間　

〜
15
日
㈪
（
必
着
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

提
出
方
法　

所
定
の
様
式
（
各
閲
覧

場
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
、
ま
た

は
直
接
都
市
計
画
課
へ

　

電
話
に
よ
る
意
見
の
受
け
付
け
は

行
い
ま
せ
ん
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

い
た
だ
い
た
意
見
は
最
終
的
な
計

画
を
取
り
ま
と
め
る
際
の
参
考
と
し

ま
す
。
意
見
の
概
要
と
そ
の
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
個
人
情
報

を
除
き
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
（
意
見
提
出
者
へ
の
個

人
回
答
は
し
ま
せ
ん
）。

申
・
問　

都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班

内
線
3
2
3
2
・
3
・
℻
（
4
9
1
）

3
5
1
0
・

  tosh
i-k
eik
ak
u

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
制
度

　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20

歳
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
は
一
定
額
以

下
の
所
得
（
前
年
所
得
約
1
1
8
万

円
）
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
支
払
い
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
を
現
在
利
用

し
て
い
る
人
へ
】

　

学
生
特
例
の
申
請
は
1
年
度
ご
と

の
申
請
で
す
。
翌
年
度
も
学
生
特
例

を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
特
例
が
一
度
承
認
さ
れ
る
と
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
今
月
下
旬
に
、

は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
在
学
期
間
中

の
み
）。

　

今
月
中
に
こ
の
申
請
書
が
届
か
な

い
人
や
初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申

請
す
る
人
、
学
校
が
変
わ
っ
た
人
、

失
業
を
理
由
に
学
生
納
付
特
例
が
承

認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
4
月
以
降
に

改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

船
橋
年
金
事
務
所
☎
（
4

　市・県民税と所得税の確定申告書の提出は15日
㈪までです。15日㈪までは所得税・贈与税・個人
消費税の確定申告書作成会場をイオンモール成田
「2階イオンホール」に設けてあり、成田税務署で
は確定申告書作成会場は設けていませんので、ご
注意ください。
　公共交通機関を利用する場合は京成成田駅下車、
西口6番乗り場から千葉交通バスに乗ると便利で
す。
　期限近くになると申告会場は大変混雑します。
自分で書いて早めに提出してください。
申告書の提出
【市・県民税】　課税課市民税班内線3131 ～ 3
【所得税】　成田税務署　〒286―8501、成田市加
良部1―15☎0476（28）5151

2
4
）
8
8
1
1 

・
5
4
、
市
保
険

年
金
課
保
険
年
金
班　

内
線
3
1
7

4 

・
9
へ

ふ
る
さ
と
農
園
利
用
者

募
集

　

市
民
農
園
で
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
期
間　

平
成
22
年
4
月
1
日
㈭

〜
平
成
23
年
3
月
31
日
㈭

※
契
約
更
新
は
2
回
ま
で
可
能
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
者

農
園
名
・
区
画
数　

左
表
の
と
お
り

区
画
面
積　

30
平
方
㍍
（
5
㍍
×
6

㍍
）

利
用
料　

年
1
0
、5
0
0
円

申
・
問　

3
月
5
日
㈮
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電

話
番
号
・
希
望
す
る
農
園
名
を
は
が

き
に
記
入
の
上
、
農
政
課
農
政
班　

内
線
3
2
5
2
へ

確定申告などの提出

ふるさと農園

農園名 区画数

法目ふるさと
農園

21

折立ふるさと
農園

27

行
政
改
革
大
綱
素
案

　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
検
討
結
果

　

市
で
は
よ
り
一
層
の
行
政
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
の
素
案

を
作
成
し
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
32
件
（
３
人
）
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
は
、
担
当
部
署
や
市
の
庁
内
会

議
な
ど
の
検
討
を
経
て
、
下
表
の
と

お
り
市
の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
（
内
容
は
市
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、各
セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　

主
な
意
見
と
市
の
回
答
は
次
の
と

お
り
で
す
。

主
な
意
見
と
回
答

●
市
の
財
政
状
況
の
項
目
〔
修
正
〕

【
意
見
】

　

大
綱
で
の
市
の
財
政
状
況
は
「
普

通
会
計
」で
記
述
さ
れ
て
い
る
が「
普

通
会
計
」
の
説
明
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

【
回
答
】

　

普
通
会
計
の
説
明
を
付
す
こ
と
と

し
ま
す
。

●
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
〔
そ
の

他
〕

【
意
見
】

　

民
間
委
託
に
よ
り
、
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
さ
な
い
た
め

「
民
間
委
託
の
場
合
は
、
市
の
指
定

す
る
最
低
賃
金
を
守
ら
せ
ま
す
。」

を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】

　

市
が
民
間
委
託
を
行
う
場
合
の
最

低
賃
金
を
定
め
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
使
用
者
に
は
最
低
賃
金
法
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
る
最

低
賃
金
以
上
の
賃
金
の
支
払
い
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

が
守
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

●
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
市
役
所
の
実

現
〔
そ
の
他
〕

【
意
見
】

　
「
権
限
の
移
譲
や
新
た
な
課
題
な

ど
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
自
ら
の
責
任
と
選
択
で
政
策

を
決
定
し
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
」
と
あ
る
が
、
市

役
所
自
ら
行
政
改
革
の
手
本
と
な
る

た
め
「
各
種
企
画
に
お
い
て
、
審
議

会
や
外
部
機
関
な
ど
に
過
度
の
依
存

を
や
め
て
」
を
加
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
回
答
】

　

自
立
し
た
行
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
意
見
を
把
握
し
、

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
た
め
、
原
案
の
と
お
り
と
し

ま
す
。

●
市
役
所
業
務
の
内
容
・
手
法
の
転

換
〔
そ
の
他
〕

【
意
見
】

　

民
間
委
託
は
万
能
で
は
な
い
と
考

え
る
の
で
「
積
極
的
な
民
間
活
力
の

導
入
」
は
「
必
要
に
応
じ
た
民
間
活

力
の
導
入
」
に
改
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
回
答
】

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
は
行
政

だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
を
は
じ

め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
費
用
対
効
果
、
効
率

性
な
ど
の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
有

効
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
積
極
的
に

民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
原
案
の
と

お
り
と
し
ま
す
。

●
市
役
所
業
務
の
内
容
・
手
法
の
転

換
〔
既
掲
載
〕

【
意
見
】

　

外
部
委
託
に
よ
る
賃
金
差
で
の
経

費
節
減
は
、
業
務
の
硬
直
化
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
や
る
気

の
阻
害
を
招
く
の
で
賛
成
で
き
な
い
。

仕
事
の
仕
組
み
、
手
法
の
変
更
で
合

検討結果

分類 内容 件数

修正 素案を修正するもの 4

既掲載 既に素案に盛り込んでいるもの 1

参考
素案には反映できないが今後の
参考とするもの

3

その他
素案には反映できないが意見と
して伺ったもの

24

理
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
回
答
】

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
含
め

た
民
間
委
託
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

単
な
る
経
費
の
節
減
だ
け
で
な
く
効

率
性
な
ど
も
含
め
そ
の
有
効
性
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
市
役

所
業
務
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は

「
重
点
項
目
の
基
本
的
な
考
え
方
」

に
お
い
て
「
行
政
が
自
ら
行
う
必
要

性
や
妥
当
性
な
ど
の
視
点
か
ら
見
直

し
を
行
い
、
そ
の
内
容
や
手
法
を
検

討
す
る
。」「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
こ
れ
ま
で

の
業
務
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
進
め

る
。」
と
し
て
、
す
で
に
素
案
に
位

置
付
け
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

●
市
民
と
の
連
携
協
働
の
具
体
的
な

取
り
組
み
〔
参
考
〕

【
意
見
】

　

市
が
本
気
で
市
民
の
意
見
に
耳
を

傾
け
る
か
疑
問
に
感
じ
る
。
テ
ー
マ

を
絞
っ
て
経
験
者
の
意
見
を
聞
く
、

ア
イ
デ
ア
を
募
る
こ
と
と
し
て
は
ど

う
か
。

　みんなで楽しく手作りの世界の菓子やケーキを味わい、
世界各地のダンスや音楽を楽しみませんか。
【各国のダンスや音楽】
◦オカリナ演奏やスウィング・ジャズ・オーケストラの演
奏
◦タンゴ、フォルクローレ、フラメンコなどのダンスやソー
ラン踊り
◦みんなでサルサ大会
【世界の菓子やケーキ】
　ヨーロッパ、南米、アジア、アフリカなど、さまざまな
国の菓子やケーキを食べ比べます。
日時　7日㈰　午後0時30分～ 4時（開場　正午～）
場所　白井駅前センター　
対象　市内在住・在勤者　250人（先着順）
参加費　300円　
■問　白井国際交流協会事務局☎（445）3345・℻（446）09
63

世界のダンス＆
フード・フェスティバル2010

　

経
験
者
と
い
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

【
回
答
】

　

市
で
は
平
成
16
年
度
に
市
民
意
見

を
行
政
運
営
に
反
映
す
る
た
め
の
手

続
き
を
定
め
た
市
民
参
加
条
例
を
制

定
し
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
な
市
民

参
加
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
条
例
に
基
づ
き
該
当

事
業
に
つ
い
て
適
切
な
市
民
参
加
の

手
法
を
選
択
し
、
市
民
意
見
の
反
映

に
努
め
ま
す
。

●
財
源
確
保
の
具
体
的
な
取
り
組
み

〔
参
考
〕

【
意
見
】

　

住
民
税
と
固
定
資
産
税
が
主
た
る

財
源
の
よ
う
だ
が
、
地
元
企
業
を
育

成
し
、
固
定
資
産
税
の
増
収
を
企
て

る
べ
き
と
考
え
る
。

【
回
答
】

　

市
で
は
地
元
企
業
の
育
成
を
図
る

た
め
、
中
小
企
業
資
金
融
資
や
企
業

誘
致
、
就
業
対
策
な
ど
の
事
業
を
今

後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

財
政
課
行
政
改
革
推
進
室　

内

線
3
3
8
1

市長コラム

世界に目を向けて
生きて欲しい

市長　横山久雅子

Sharing
～共にすすむ～

　私はこの度「平和市長会議」に加盟しました。この会議
は世界の都市が連携して核兵器廃絶に向けた市民意識を喚
起しようと広島市と長崎市の市長が提唱したものです。白
井市はすでに昭和62年に平和都市を宣言しており、その精
神は平和市長会議にもつながっています。
　今日から15日㈪まで、市役所1階ロビーにて「サダコと
千羽鶴ポスター展」を開催します。足の速い元気な女の子、
サダコは広島で被爆し、後に白血病で亡くなりましたが、
入院中は一生懸命鶴を折り、回復を待ちわびていたそうで
す。そのサダコの生涯や戦時下の子供たちの生活などがポ
スターには描かれています。そしてこの話は翻訳されて世
界中に広がりました。広島市にあるサダコの像には絶えず
各地から千羽鶴が送られて来るそうです。
　私たちは戦争で被爆を経験した国民であり、歴史の中で
原爆の恐怖を知っています。だからこそ二度と核兵器によ
る大量破壊を起こさないよう一人一人の力で平和を守って
いきましょう。　

平和の像（市役所1階）

2010.3.15



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

寒
さ
も
和
ら
い
で
き
た
こ
の
頃
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
遊
ん
で
い
ま

す
か
。
子
ど
も
は
風
の
子
と
い
い
ま

す
が
、
近
頃
、
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
が
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
よ
く
公
園

で
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
は
走
り
回
っ
て
い
る
子

ど
も
を
見
か
け
る
と
い
う
よ
り
も
、

ベ
ン
チ
に
並
ん
で
座
り
、
手
元
の

ゲ
ー
ム
機
を
見
た
ま
ま
会
話
し
て
い

る
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力

は
約
20
年
前
に
比
べ
て
下
が
っ
た
ま

ま
で
す
。「
転
ぶ
と
き
に
手
が
出
せ

な
く
て
、
顔
を
打
っ
て
し
ま
う
」
な

ど
と
い
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
体
の
成
長

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
心
身
を
鍛
え

る
に
は
ま
ず
体
か
ら
」
と
い
う
先
人

の
言
葉
は
本
当
だ
と
思
い
ま
す
。

作
業
療
法
士
で
す

こ

ど

も

の

遊

び

　

子
ど
も
た
ち
は
外
で
の
遊
び
を
通

し
て
仲
間
を
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
し
ま
す
。
運
動
能
力
だ
け
で
は

な
く
、
集
中
力
や
創
造
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
力
を
成

長
さ
せ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
遊
べ

る
地
域
を
作
り
、
春
の
日
差
し
の
下
、

外
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ば
せ
た
い
で

す
ね
。

　

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
で
は
発
達

に
専
門
的
な
支
援
が
必
要
と
は
っ
き

り
言
わ
れ
て
い
な
く
て
も
「
と
て
も

転
び
や
す
い
」「
集
団
生
活
で
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
」「
落
ち
着
き
が
無

い
」
な
ど
の
相
談
で
利
用
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
と
で
誰
か
に
相
談
し

た
い
と
き
は
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
9

　
　
　
　

作
業
療
法
士　

中
山
泰
哲

　買い物やオークションなど、さまざまなことが
インターネットを利用してできる便利な時代です。
その一方で消費者からインターネットに関するト
ラブルの相談が急増しています。
　トラブルに遭わないために、講座で注意点や知
識を学びましょう。
日時　11日㈭　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　一般　30人（申し込み順）
講師　県消費生活指導員　吾住都美子さん
■申・■問　10日㈬までに電話か直接商工振興課商
工振興班　内線3242へ

　

市
で
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
白
井
駅
・

西
白
井
駅
周
辺
を
「
自
転
車
等
放
置

禁
止
区
域
」
に
定
め
、
放
置
自
転
車

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
撤
去
し
保
管

し
て
い
ま
す
。

　

保
管
し
て
い
る
自
転
車
な
ど
の
返

還
申
請
手
続
き
を
4
月
1
日
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
変
更
後
は

自
転
車
な
ど
の
返
還
を
受
け
る
前
に

市
役
所
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

【
返
還
申
請
】

日
時　

平
日　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

※
平
日
に
返
還
申
請
に
来
ら
れ
な
い

人
は
郵
送
に
よ
る
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
が
、
身
分
証
明
書
の
写
し
や
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
手
続
き
に
日
数
を

要
し
ま
す
。

場
所　

交
通
防
災
課

必
要
な
も
の　

身
分
証
明
書
（
返
還

者
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も

の
）、
印
鑑
、
移
送
保
管
手
数
料
（
自

転
車
2
、
0
0
0
円
、
原
動
機
付
自

転
車
3
、
0
0
0
円
）、
保
管
自
転

車
等
返
還
通
知
（
は
が
き
で
通
知
を

受
け
た
場
合
）　

　平成22年春季全国火災
予防運動が実施されます。
3月は火災の多い時期です。
日ごろから家庭や地域で
防火に心掛けましょう。
【住宅用火災警報器の設置義務化】
　大切な生命や財産を火災から守る目的として、
平成20年6月1日から全ての住宅に住宅用火災警
報器の設置が義務化されました。
　まだ設置をしていない住宅は早期に設置して
ください。
■問　交通防災課交通防災班　内線3323

春の火災予防運動
―1日㈪～7日㈰―

　

市
で
は
災
害
時
に
自
ら
の
手
で
地

域
全
体
の
安
全
を
守
る
と
い
う
自
衛

・
自
治
の
活
動
精
神
に
基
づ
い
た
自

主
防
災
組
織
の
設
立
を
推
進
し
、
新

規
に
設
立
し
た
自
主
防
災
組
織
に
は

防
災
資
機
材
を
提
供
し
ま
す
。

【
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
】

　

大
規
模
災
害
の
発
生
は
広
範
囲
に

わ
た
り
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
道
路

や
橋
の
損
壊
や
建
物
の
倒
壊
、
自
動

車
の
路
上
放
置
な
ど
に
よ
り
道
路
交

通
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
火
災
な
ど

が
同
時
に
多
発
す
る
と
消
防
力
が
分

散
し
ま
す
。
情
報
網
が
寸
断
さ
れ
、

情
報
が
混
乱
な
ど
し
、
消
防
・
警
察

な
ど
防
災
機
関
の
活
動
が
著
し
く
低

下
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
防
災
機
関
だ
け
で
は

十
分
に
対
処
で
き
な
い
部
分
が
多
く

な
る
状
況
に
お
い
て
、
自
分
の
「
生

命
」「
身
体
」「
財
産
」
は
自
分
で
守

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
守
る
に
は
、
平
常
時
か
ら
心
と

資
機
材
の
準
備
を
し
、
地
域
内
で
の

話
し
合
い
、
役
割
分
担
や
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線　

3
3
2
1

交通指導員募集

　交通指導員は市の非
常勤特別職で、児童・
生徒を交通事故から守
るため、交通安全教室
や通学路での街頭指導、
街頭啓発活動を行って
います。
　現在21人の指導員が警察や交通安全協会と連
携し、交通事故を減らすため交通安全運動に取り
組んでいます。
　4月から活動していただく交通指導員を募集し
ます。
任期　2年（再任あり）
対象　市内在住満20歳以上　9人
報酬　年26,000円
■申・■問　交通防災課交通防災班　内線3323へ

米
の
戸
別
所
得
補
償
制
度

　

農
業
者
へ
の
新
た
な
国
の
支
援
策

と
し
て
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
、
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

が
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

【
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
】

　

米
の
生
産
調
整
の
達
成
を
条
件
に

水
稲
作
付
け
面
積
10
㌃
当
た
り
1
万

5
千
円
が
交
付
さ
れ
る
事
業
で
す
。

米
の
生
産
調
整
は
所
有
水
田
の
2
割

5
分
割
程
度
（
耕
作
者
数
に
よ
り
変

動
）
の
転
作
が
必
要
で
す
。

【
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
】

　

水
田
に
事
業
対
象
作
物
（
麦
、
大

豆
、
飼
料
作
物
、
米
粉
用
米
、
飼
料

用
米
、
バ
イ
オ
燃
料
米
、
W
C
S

用
稲
〔
飼
料
用
稲
〕、
ソ
バ
、
菜
種
、

加
工
用
米
な
ど
）
を
作
付
け
し
た
場

合
に
交
付
金
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で

す
。
出
荷
先
と
の
事
前
の
契
約
が
必

要
で
す
。

※
昨
年
、
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
を

提
出
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
水
稲
生

産
実
施
計
画
書
や
事
業
の
詳
細
な
ど

を
市
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
か

ら
郵
送
し
ま
す
。

問　

農
政
課
農
政
班　

内
線
3
2
5

3

4
月
1
日
か
ら
放
置
自
転
車
の

返
還
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時　

金
・
日
曜
日　

午
後
1
時
〜

4
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
市
白
井
3
7
7
―
6
）

必
要
な
も
の　

返
還
許
可
証
、
自
転

車
な
ど
の
鍵
、
印
鑑

【
放
置
自
転
車
禁
止
】

　

放
置
自
転
車
は
通
行
の
妨
げ
と
な

り
、
事
故
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

申
・
問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班

内
線
3
3
2
3
へ

自
主
防
災
組
織
設
立
の

お
願
い

　毎年恒例の「ふるさと白井魅力発見ウオーク」は、市民による
企画委員会が主体となり運営しています。
　このたび企画委員を追加募集しますので、みんなで楽しくウ
オーキングイベントを企画し運営してみませんか。
任期　平成22年11月末まで
対象　市内在住20歳以上で平日の会議に出席できる男女　各1人
（応募者多数の場合は基準により選考）
活動内容　5月と10月のウオーキングイベントの企画・運営
※企画委員会を8回程度開催。
報償　年10,000円
■申・■問　事前に詳細を確認し、3月16日㈫までに所定の応募用紙（健康課、各センター、
市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、郵送・Eメールまたは直接健康課健
康づくり推進班☎（497）3494・℻  kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

消費者講座

身近になったインターネット油断大敵
～インターネットトラブル～

ふるさと白井魅力発見ウオーク企画委員
追加募集

プリスタ団地防災会の皆さん（2月7日交付）

昨年の魅力発見ウオーク

小学生へ交通指導
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保育園園庭開放　　保育園の園庭で遊びましょう
【南山保育園】
日時　11日㈭・18日㈭・25日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131
【桜台保育園】
日時　4日㈭・18日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　桜台保育園☎（492）6101

公園訪問　
【スマイル】
日程・場所　4日㈭・七次第二公園、11日㈭・けやき台公園、18日㈭・
富塚公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センタースマイル（清水口保育園内）☎（491）8201
【ふれんど】
日程・場所　4日㈭・堀込第二公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131

◆　みんな来てね　◆
　市では未就学児とその保護者を対象に次の事業を実施しています。

保育士が公園に訪問します
一緒に遊びましょう

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 豆と野菜の
トマトスープ

材　料（2人分）
タマネギ1/4個　ニンジン25㌘　
セロリ1/4本　シメジ25㌘　イン
ゲン1本　大豆（水煮）60㌘　ト
マト（水煮缶詰）1/6缶　水300㍉
㍑　固形スープの素1/2個　塩・こ
しょう少々
作り方　①タマネギ・ニンジン・
セロリを1㌢㍍角に切り、シメジ
を小房に分け、下ゆでしたインゲ
ンを斜め薄切りにする　②鍋に湯
を沸かし、タマネギ・ニンジン・セロリを加え、火が通ったらシメジ・
トマト・大豆・固形スープの素を加えてさらに煮る　③塩・こしょ
うで味を調える　④皿に盛り付けてインゲンを散らす

栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　豆と野菜がたくさん入り、油を使わずに作るヘルシーなスープで
す。キャベツやカブなどの好みの野菜を使ってもおいしく作れます。
野菜のうま味が味わえる一品です。
1人当たりの栄養価　76㌔㌍

豆と野菜のトマトスープ

【
印
旛
保
健
所
】

千
葉
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業

　

不
妊
治
療
は
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
ず
、
高
額
の
医
療
費
が
掛
か
り
経

済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
特

定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
1
回

の
治
療
に
付
き
上
限
額
15
万
円
（
平

成
21
年
度
に
限
り
助
成
額
を
10
万
円

か
ら
15
万
円
に
拡
大
、
平
成
22
年
度

以
降
は
未
定
）
1
年
度
当
た
り
2
回

を
限
度
に
通
算
5
年
度
助
成
し
ま
す
。

対
象　

合
計
所
得
額
が
7
3
0
万
円

未
満
の
夫
婦

申
・
問　

指
定
医
療
機
関
で
治
療
終

了
後
、
原
則
と
し
て
年
度
内
に
申
請

書
（
印
旛
保
健
所
に
あ
り
ま
す
）
と

必
要
書
類
を
記
入
の
上
、
印
旛
保
健

所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
0
4
3
（
4

8
3
）
1
4
4
3
へ

お口のはたらきだいじょうぶ？
　口は「食べる」「話す」「表情を豊かにする」といった大切な機能を
持っています。口のことを学ぶとなぜ長生きできるのでしょうか。講
演と実技指導で口のこと、歯のこと、入れ歯のこと、口の回りの筋肉
のことを学べます。
日時　18日㈭　午後1時15分～ 2時45分
場所　福祉センター（清戸）
※船橋カントリークラブ前。
対象　60歳以上の人または介護職に就いている人　50人（申し込み順）
講師　あいだ歯科クリニック　相田剛医師
参加費　無料
■申・■問　電話かファクスで高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484・
℻（492）3033、福祉センター☎（492）2022（電話のみ）
※ファクスの場合は氏名・住所・電話番号・年齢を必ず記入してください。

知ってください「若年性認知症」
　「若年性認知症」とは18歳以上65歳未満の人で認知症の症状がある場
合を言います。認知症は高齢者だけの病気ではありません。
　この講演では県が若年性認知症の人やその家族に直接面接をして調査
した結果やそこから見えてきた問題点を聞くことができ、認知症の早期
発見や予防のポイントを学べます。
日時　28日㈰　午後1時30分～ 3時
場所　保健福祉センター
対象　一般　80人（申し込み順）
講師　特別養護老人ホームじょうもんの郷　助川未枝保施設長
参加費　無料
■申・■問　電話かファクスで高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484・
℻（492）3033
※ファクスの場合は氏名・住所・電話番号・年齢を必ず記入してください。

　

こ
れ
ま
で
助
成
の
対
象
者
は
接
種

優
先
対
象
者
で
あ
り
生
活
保
護
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
し

た
が
、
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
す
べ
て
の
人
が
助
成
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

助
成
希
望
者
は
23
日
㈫
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
、
健
康
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　保健事業の実施のため、次のとおり休館
します。
休館日時　4日、11日、18日の各木曜日
午前9時～午後5時
■問　健康課健康づくり推進班☎（497）3494

対
象　

市
内
在
住
で
生
活
保
護
世
帯

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の　

領
収
書
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
、

印
鑑
、
振
込
み
先
口
座
の
分
か
る
も

の申
・
問　

23
日
㈫
ま
で
に
健
康
課
母

子
保
健
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

へテ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
シ
ス

テ
ム
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

　

福
祉
関
連
情
報
を
提
供
し
て
い
る

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
利

用
件
数
が
減
少
し
た
こ
と
と
、
機
器

の
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

と
に
よ
り
、
31
日
㈬
で
終
了
し
ま
す
。

問　

社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

　自分の子育て経験を生かして、市の子育て
支援事業に協力してください。乳幼児のいる
家庭への訪問やマタニティ＆ベビーサロンを
運営する母子保健推進員を募集します。
任期　平成22年4月1日～平成23年3月31日
※年間の平均活動日数は40日程度で、主な活
動日は平日です。
対象　子育て経験があり子育て支援に関心の
ある人　6人
募集地区　大山口中学校区、南山中学校区ほか
活動内容　担当地区での訪問活動、乳幼児健診での計測介助、手づく
りおもちゃの普及活動など
報酬　年25,000円
■申・■問　3月19日㈮までに健康課母子保健班☎（497）3495へ

母子保健推進員を募集

健康増進ルーム休館のお知らせ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
対
象
者
拡
大

■ 市介護予防講演会 ■
30歳代から60歳代の人へ

2010.3.17
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公
若
者
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談

会
　

就
労
に
向
け
て
「
始
め
の
一
歩
」

を
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
考
え
ま

す
。

日
時
・
内
容　

1
3
日
㈯　
（
第
一
部
）

午
後
2
時
〜
3
時
・
就
労
セ
ミ
ナ
ー

（
第
二
部
）
午
後
3
時
〜
4
時
・
保

護
者
お
よ
び
個
別
相
談
会　

対
象　

市
内
在
住
18
歳
以
上　

20
人

申　

11
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

中
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

春
休
み
映
画
会

　

ア
イ
ス
エ
イ
ジ
3
「
テ
ィ
ラ
ノ
の

お
と
し
も
の
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
達
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

26
日
㈮　

午
前
10
時
〜
（
開

場　

午
前
9
時
30
分
）

場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象　

一
般　

8
0
0
人
（
先
着
順
）

　

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
会
員
募
集

の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

8
日
㈪　

午
前
10
時
〜

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上場
所　

高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

福
楽
し
く
作
る
陶
芸
教

室
　

世
界
で
一
つ
だ
け
の
湯
飲
み
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
日
㈬
・
17
日
㈬   

午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象  

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上
16
人
（
先
着
順
）

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　いよいよお花見の季節が
やってきます。市青少年相談
員連絡協議会が主催するウオ
ークラリー大会に参加してみ
ませんか。市役所から南山方
面を約８㌔㍍歩くコースです。

日時　28日㈰　午前10時～
（小雨決行）
対象　3～ 5人程度のチーム20組（応募多数の場合は抽選）
持ち物　水筒・弁当・タオル・雨具
■申・■問　15日㈪までに往復はがき（1チームに付き1枚）に
チーム名・代表者の住所・氏名・年齢・電話番号と代表者
以外の参加者全員の氏名・年齢を記入の上、生涯学習課内
線3431へ

お花を見ながら市内を歩こう
　　　　ウオークラリー大会

◆
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
手
作

り
カ
ー
ド
講
座

　

初
節
句
・
卒
園
・
卒
業
な
ど
新
し

い
こ
と
が
始
ま
る
春
に
「
あ
り
が
と

う
」
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
大
切
な

人
に
カ
ー
ド
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

　

写
真
を
添
え
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ

ッ
キ
ン
グ
で
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

　

手
作
り
ア
ル
バ
ム
の
展
示
も
開
催

し
ま
す
。

日
時　

5
日
㈮　

【
午
前
の
部
】　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

【
午

後
の
部
】　

午
後
12
時
30
分
〜
1
時

30
分　

場
所　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉

印
西
セ
ン
タ
ー
（
印
西
市
）　

対
象

プ
レ
マ
マ
か
ら
子
育
て
中
の
人
、
子

育
て
を
ひ
と
段
落
さ
れ
た
マ
マ
た
ち

参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
代
な
ど
）

持
ち
物　

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
写
真
1
・

2
枚
（
L
版
）　

対
象　

各
部
20
人

（
申
し
込
み
順
）　

申
・
問　

3
日
㈬
ま
で
に
居
住
地
の

市
町
村
名
・
氏
名
・
参
加
人
数
・
連

絡
先
（
メ
ー
ル
か
電
話
番
号
）
を
記

入
の
上
、
E
メ
ー
ル
で
「
ル
ッ
カ
」

氏
家
☎
（
4
9
8
）
4
6
1
8
・

cm
u
_u
m
@
in
foseek

.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談

　

土
地
の
境
界
問
題
や
建
物
登
記
な

ど
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
日
㈬　

午
前
9
時
〜
正
午

場
所　

佐
倉
・
成
田
法
務
局

問　

千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

印
旛
支
部
長　

鈴
木
☎
0
4
7
6

（
2
3
）
2
4
2
1

◆
し
ろ
い
「
こ
こ
ろ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
0
」
地
域
で
目
指
す
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
実
践
講
座

　

「
発
達
障
害
の
理
解
と
対
応
」
を

テ
ー
マ
に
学
び
、
同
時
に
バ
ー
チ
ャ

ル
A
D
H
D
（
擬
似
体
験
）
を
行
い

ま
す
。

日
時　

7
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

4
時
（
開
場　

午
後
1
時
）　

場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

講
師　

東
京

成
徳
大
学　

宮
本
文
雄
教
授　

参
加

費　

5
0
0
円
（
資
料
代
）　

申
・
問　

N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・

ち
ば
☎
・
℻  
（
4
9
2
）
5
8
6
5

朝
日
へ
（
午
後
5
時
以
降
）

◆
江
戸
散
歩
〜
バ
ス
で
巡
る
大
人
の

社
会
科
見
学

　

群
馬
県
に
あ
る
富
岡
製
糸
工
場
と

秋
間
梅
林
を
視
察
し
ま
す
。

日
時　

18
日
㈭　

午
前
8
時
（
白
井

駅
南
口
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
出
発
）

対
象　

一
般　

30
人　

参
加
費　

6
、

5
0
0
円
（
バ
ス
・
保
険
・
昼
食
代
）

申
・
問　

11
日
㈭
ま
で
に
N
P
O
法

人
国
際
交
流
機
構　

大
谷
☎
（
4
2

3
）
2
2
8
0
へ

◆
し
ろ
い
人
形
劇
ま
つ
り

日
程　

20
日
㈯　

時
間
・
場
所　

①

午
前
11
時
〜
正
午
・
文
化
会
館
中
ホ

ー
ル　

②
午
後
12
時
45
分
〜
3
時
45

分
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般　

内
容　

①
く
わ
え
・
パ
ペ
ッ

ト
ス
テ
ー
ジ
の
人
形
劇
「
と
も
だ
ち

は
ブ
ブ
と
ト
ト
」　

②
人
形
劇
や
音

楽
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
公
演
、
お
話
し

会
や
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

コ
ー
ナ
ー　

参
加
費　

①
1
、
0
0

0
円
（
2
歳
以
下
は
無
料
）　

②
2

0
0
円
（
2
歳
以
下
は
無
料
）

※
特
別
公
演
「
と
も
だ
ち
は
ブ
ブ
と

ト
ト
」
は
、
書
苑
（
西
白
井
駅
前
）

と
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
喫
茶
「
さ
く

ら
」
で
前
売
り
券
を
発
売
中
。

問　

新
井
☎
（
4
9
1
）
3
5
9
5

◆
1
・
2
級
建
設
機
械
施
工
技
術
検

定
試
験

試
験
日　

6
月
20
日
㈰　

受
検
手
数

料　

1
級　

1
0
、
1
0
0
円　

2

級　

1
つ
に
付
き
1
0
、
1
0
0
円

※
受
検
は
2
つ
ま
で
の
種
別
が
可
能

で
あ
り
、
実
地
試
験
は
学
科
試
験
合

格
後
、
別
途
手
数
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
・
問　

3
月
15
日
㈪
〜
4
月
9
日

㈮
に
日
本
建
設
機
械
化
協
会
試
験
部

☎
0
3
（
3
4
3
3
）
6
1
4
1
へ

福
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

歌
っ
て
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

24
日
㈬ 

午
前
11
時
30
分
〜

午
後
3
時

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上申　

23
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ
会
員
募
集
説
明
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

希
望
に
応
じ
た
仕
事
を
紹
介
し
、
個

々
に
持
っ
て
い
る
能
力
を
地
域
社
会

に
有
効
に
活
用
し
て
高
齢
化
社
会
の

活
性
化
を
図
り
、
豊
か
で
充
実
し
た

老
後
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅
お
花
見
と
お
茶
会

　

大
正
琴
を
聴
き
な
が
ら
春
の
余
韻

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

31
日
㈬　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

一
般

演
奏　
「
大
正
琴
か
た
つ
む
り
」
の

皆
さ
ん

参
加
費　

2
0
0
円
（
茶
菓
代
）

■申　

23
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持
参

の
上
、
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

グラウンドゴルフ大会

　年3回、市体育指導委員協議会が主
催するグランドゴルフ大会です。
　今回の大会は平成21年度最後の大
会となります。
　初心者もぜひ参加し体験しません
か。

日時 7日㈰　午前9時15分～（受付
開始　午前8時30分～）
※雨天の場合は中止となります。
場所　冨士中学校予定地グラウンド
対象　一般（団体・個人不問）
■問 生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

ひよこプラネタリウム

　男女共同参画社会に向けて、
女性の活躍できる場の提供を
支援するために、平成22年4月
から平成23年3月の期間内に実
施するパソコン講習会の女性
講師を募集します。
　現在仕事をしている人でも
調整します。

対象　パソコン講師を経験し
たことのある女性　若干名
報償　あり　　
■申・■問　3月15日㈪までに電話
か直接福祉センターへ

福女性パソコン講師募集

　窓口応対や事業企画の補助業務を含めた
事務職員を募集します。明るく元気な人を
お待ちしています。
募集期間　平成22年4月1日㈭～平成23年3
月31日㈭
勤務日時　月～土曜日のうち3日間①午前
8時30分～午後4時30分　②午前9時15分～
午後5時15分（シフト制で祝日を除く）
対象　パソコン操作ができ、普通自動車の
運転ができる人　1人
時給　830円（交通費・雇用保険加入費あり）
■申　平成22年3月10日㈬までに履歴書に必
要事項を記入の上、郵送または直接福祉セ
ンターへ

福非常勤職員を募集

プレーを楽しむ選手

コーヒーでも、日本茶でも、どちらでも

窓口対応をする非常勤職員

コマ図をみながら目的地へ
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　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

【
手
形
づ
く
り
】

日
時　

9
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

8
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

【
お
楽
し
み
パ
ー
テ
ィ
ー
】

日
時　

16
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）　

　
　
　
　
　

参
加
費　

2
0
0
円
（
お
や
つ
代
）

※
希
望
者
に
は
別
途
3
5
0
円
で
弁

当
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

申　

15
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公
０
歳
児
サ
ー
ク
ル
〜

ち
び
っ
こ
ザ
ウ
ル
ス

　

思
い
出
の
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
作
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

15
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

平
成
20
年
4
月
2
日
〜
平
成

21
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の

保
護
者　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
気

に
入
り
の
子
ど
も
の
写
真

申　

12
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

冨
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

ひ
な
飾
り
を
作
り
ま
す
。

日
時　

3
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
20
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護

者　

30
組
（
先
着
順
）

駅
子
育
て
サ
ロ
ン

　

「
あ
っ
！
危
な
い
！
子
ど
も
の
事

故
防
止
」
あ
な
た
の
家
の
安
全
度
チ

ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
お
よ

び
子
育
て
中
の
マ
マ　

16
組
（
申
し

込
み
順
）

申　

7
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複
ば
ぶ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

対
象　

6
カ
月
未
満
の

子
と
そ
の
保
護
者　

30
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

写
真

桜
赤
ち
ゃ
ん
広
場

【
つ
く
し
ち
ゃ
ん
】

　

運
動
遊
び
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象　

市
内
在
住
平
成
20
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護
者

15
組
（
申
し
込
み
順
）

【
つ
ぼ
み
ち
ゃ
ん
】

　

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
行
い
ま
す
。

日
時　

18
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象　

市
内
在
住
満
1
歳
未
満
の
子

と
そ
の
保
護
者　

15
組
（
申
し
込
み

順
）　

　
　

申　

17
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

福
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

長
」
体
験
募
集

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
長
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

30
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生　

3
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

館
内
巡
回
・
館
内
放
送
・
窓

口
の
応
対
・
循
環
バ
ス
の
出
迎
え
と

見
送
り

申　

15
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

駅
な
か
よ
し
ク
ッ
キ
ン

グ
　

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
カ
レ
ー

パ
ン
と
リ
ン
ゴ
パ
ン
を
作
ろ
う
。

日
時　

28
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具
、
上
履
き

参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

24
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ　

子

ど

も

子

育

て

◆
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

会
の
発
足
1
周
年
を
記
念
し
て
開

催
し
ま
す
。
電
子
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
マ
ン
ド
リ
ン
に
よ
る
演
奏

で
す
。

日
時　

21
日
㈰　

午
後
2
時
〜
（
開

場　

午
後
1
時
40
分
）　

場
所　

中

銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー
ル　

曲

目　

ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
歌
・
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
花
祭
り
・

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
な
ど
全
12

曲　

参
加
費　

無
料

※
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　

迫
田
☎
（
4
9
7
）
2
8
3
6

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会日
程　

4
月
11
日
㈰
（
雨
天
の
場
合

は
4
月
18
日
㈰
）　

場
所　

白
井
運

動
公
園　

対
象
・
参
加
費　

市
テ
ニ

ス
連
盟
登
録
者
の
ペ
ア
・
1
組
2
、

0
0
0
円
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
登
録
者

と
一
般
参
加
者
の
ペ
ア
・
1
組
2
、

2
5
0
円
、
一
般
参
加
者
の
ペ
ア
・

1
組
2
、
5
0
0
円

申　

3
月
20
日
㈯
正
午
ま
で
に
ウ
エ

ス
ト
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
☎

（
4
9
1
）
4
9
0
1
、
白
井
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
☎
（
4
9
1
）
4
5
5
0

へ問　

ド
ラ
イ
ブ
ボ
レ
ー　

髙
橋
（
4

9
2
）
7
6
7
5

◆
い
ん
ざ
い
科
学
体
験
と
工
作
教
室

日
時　

23
日
㈫
〜
25
日
㈭　

午
後
4

時
〜
5
時
30
分　

内
容　

①
じ
ょ
う

ほ
う
は　

お
も
ろ
い
ぞ
ー
（
23
日
㈫
）

②
「
イ
ラ
イ
ラ
棒
」
を
作
ろ
う
〜
電

気
の
性
質
を
知
る
〜
（
24
日
㈬
）　

③
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
作
ろ
う
（
25
日

㈭
）　

場
所　

い
ん
ざ
い
産
学
連
携

セ
ン
タ
ー
（
北
総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
中
央
駅
徒
歩
3
分
）　

対
象　

小
学
生
の
親
子　

16
組
32
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
①
②
は
4
年
生
以
上
で
あ
れ
ば
子

供
だ
け
の
参
加
も
可
で
す
。

講
師　

①
東
京
電
機
大
学　

土
肥
紳

一
准
教
授
、
②
同
大
学　

斎
藤
博
人

講
師
、
③
同
大
学　

小
濱
隆
司
講
師

申　

10
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

連
絡
先
・
希
望
す
る
講
座
を
記
入
の

上
、
〒
2
7
0
―
1
3
4
0
、
印
西

市
中
央
南
1
―
5
0
7
―
4　

い
ん

ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
講
座
係

  

h
ttp
://w

w
w
.in
za
i-iu
c
.

org

へ

問　

い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
5
5
5

◆
行
っ
て
み
よ
う
！
や
っ
て
み
よ

う
！
わ
い
わ
い
子
ど
も
塾

　

自
然
体
験
活
動
や
宿
泊
体
験
を
通

し
て
探
究
心
を
高
め
つ
つ
社
会
性
を

養
う
学
習
を
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　

5
月
9
日
㈰
・
出
会

い
と
仲
間
づ
く
り
、
6
月
5
日
㈯
〜

6
日
㈰
・
香
取
市
小
見
川
宿
泊
、
7

月
25
日
㈰
〜
26
日
㈪
・
手
賀
の
丘
に

宿
泊
し
、
自
然
大
発
見
、
10
月
24
日

㈰
・
芋
掘
り
体
験
、
11
月
14
日
㈰
・

自
然
の
家
ま
つ
り
、
12
月
18
日
㈯
〜

19
日
㈰
・
手
賀
の
丘
の
宿
泊
と
終
了

式　

対
象　

小
学
4
年
生
〜
中
学
3

年
生　

参
加
費　

全
6
回
1
5
、
0

0
0
円

申
・
問　

3
月
20
日
㈯
〜
4
月
10
日

㈯
（
必
着
）
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

学
年
を
記
入
の
上
、
〒
2
7
0
―
1

4
5
6
、
柏
市
泉
1
2
4
0
―
1

千
葉
県
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
1
9
2
3
へ

◆
郷
土
史
の
会
講
演
会

　

「
本
埜
村
の
文
化
財
を
学
ぼ
う
」

を
テ
ー
マ
に
す
る
講
演
会
で
す
。

日
時　

7
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　

講
師

本
埜
村
教
育
委
員
会　

杉
山
祐
一
さ
ん

問　

小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7

9

福
手
打
ち
そ
ば
教
室

　

そ
ば
打
ち
名
人
と
一
緒
に
親
子
で

挑
戦
し
て
み
よ
う
。

日
時　

27
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象　

小
学
生
以
上
の
子
と
そ
の
男

性
の
保
護
者　

12
組
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
人
5
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

18
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

映画を楽しもう

　「エリックカールコレクショ
ン」「ぼくときどきぶた」「金
のがちょう」を上映します。
日時　7日㈰　午後2時～ 3時
30分
対象　小学生以下　30人（先
着順）
※未就学児は保護者同伴。

　「ともだちほしいなおおか
みくん」と「なかよしおばけ」
を上映します。
日時　26日㈮　午前10時～
11時
対象　乳幼児とその保護者
20組（申し込み順）
■申　25日㈭までに電話か直
接白井駅前センターへ

駅キッズ映画会

桜映画ランド

　モザイクタイルでコースターを
作ろう。

日時　27日㈯　午前10時～正午
対象　小学生以上　20人（申し
込み順）
参加費　300円（材料代）
■申　13日㈯までに参加費持参の上、
直接公民センターへ

　簡単なハーブせっけんを作ろう。

日時　14日㈰　午前10時～正午

対象　小学生15人（申し込み順）

参加費　200円（材料代）

■申　10日㈬までに参加費持参の上、
直接冨士センターへ

公作ってみよう 冨みんなで作ろう

ハート型のハーブせっけんカラフルなコースター ハート型のハーブせっけんカラフルなコースター



●都営浅草線・北総線で
日本橋から48分
●東関東自動車道で千葉
北インターから約18㌔㍍
●常磐自動車道で柏イン
ターから約18㌔㍍
●成田空港から約34㌔㍍

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

7 8 9 10 11 12 13
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□夜間証明書発行日
□女性生き生き相談
□こころの相談（医
師）
■人権・行政相談
（10：00 ～ 15：00福祉
センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

■朝市（7：00 ～市役
所）

14 15 16 17 18 19 20
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

21 22 23 24 25 26 27
【春分の日】
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

【振替休日】 ■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

□夜間証明書発行日
□女性生き生き相談
■夜間窓口納付と納
税相談
（17：15 ～ 20：30市役
所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

28 29 30 31
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談
（9：00 ～ 12：00市役
所）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

　　　文化会館　　　☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。

夜間・休日証明書発行日
夜間　第2・4木曜日　17：15 ～ 20：00
休日           第2・4日曜日                 8：30        ～   12:00
市民課　内線3143、課税課　内線3131

夜間・休日証明書発行日

各　種　相　談
□消費生活相談　月・水・金曜日
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線
3294（商工振興課　内線3242）
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）
市役所相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日　8:30 ～
17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～木曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター
（要予約）　企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日　10:00
～ 15:00（弁護士来庁日は8:30から窓
口で受付）　保健福祉センター　社会
福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センター
ボランティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター
子育て相談窓口☎（497）3477
□こころの相談（医師による相談）
第2木曜日　10:00 ～ 12:00　（精
神保健福祉士による相談）第2・5水
曜日10:15 ～ 15:00　保健福祉セン
ター保健福祉相談室☎（497）3491
　（要予約）

各　種　相　談

郷土資料館 　☎(492)1124

プラネタリウム館　☎(492)1125

項　目 内　容 日　程
常設展「白井のあゆ
み」

原始・古代から現代までの白
井を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00

郷土史講座「白井の
暮らしと禁忌」

白井の伝統的な暮らしの中
の知恵、考え方、しきたり、
禁忌について紹介（要事前
予約）

4日㈭
13：30 ～ 14：30

郷土史講座「大正4
年11月『白井村誌』
を読む」

白井村誌の記述から大正時代
の市域の様子の紹介（要事前
予約）

14日㈰
10：00 ～ 11：00

項 目 内　容 日　時 金 額

子ども投映
ロイ君アワー

ぼくらのうちゅう
りょこう～いちば
ん星のひみつ

日曜日、春休み期間
11:00 市内　大人

210円、子
ども100円
市外　大人
310円、子
ども150円

一般投映

宇
そ ら

宙と88の星語り
～オリオン座物語

土・日曜日、春休み
期間　13：30

夜空の大三角物語 水・金・土・日曜日、
春休み期間　15：00

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天
候により中止の場
合あり）

20日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会 月、火星、土星ほ
か

20日㈯
19：00 ～ 20：15

大人100円
子ども無料

星空ライブ
コンサート

箏の調べと星空を
楽しみます
演奏者　赤木静香
さん　ほか

14日㈰
13：30 ～ 14：50

前売り券
600円
当日券
700円

※春休み期間は3月24日㈬から4月4日㈰（月・火曜日を除く）まで
です。

　　　　図書館　　☎(492)1122

項　目
おはなしかい

新型インフルエンザ感染拡大を防止するため、当
分の間中止します。

親子おはなしかい

ボランティアさん
による土曜おはな
しかい
※図書館の開館時間は火曜日から土曜日までは午前9時30分から午
後7時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

乳幼児健診・予防接種
健康課母子保健班☎(497)3495

日程 場所 受付時間 対象

4カ月育児相談
16日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

21年10月生まれの人
19日㈮ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
18日㈭ ○保 9:30 ～ 9:45 21年5月生まれの人

1歳6カ月児健康診査
9日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 20年8月生まれの人に
は個人通知12日㈮

3歳児健康診査
2日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 18年9月生まれの人に
は個人通知5日㈮

2歳児歯科健康診査
17日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 19年9月生まれの人に

は個人通知

麻しん風しん（1期・2期）

11日㈭ 13:30 ～ 14:00

（1期）生後12カ月から
24カ月未満の人
（2期）5歳から7歳未満
の人で小学校就学前1
年間にあたる人

※予防接種日程は集団接種です。個別接種についてはお問
い合わせください。
　会場の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）
です。
　該当すると思われる人で通知のないときは、お問い合わ
せください。

健康相談 保健予防班☎(497)3495
健康づくり推進班☎(497)3494健康課

文化センターは21日㈷春分の日を開館し、23日㈫
を臨時休館します。

○保

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

6日㈯ 中 ファミリーコンサート 14:00
無料

佐藤
☎（492）3130

7日㈰

大

HipHopサークルbeat第10回
自主公演 13:30 ちくい

☎080（1175）6953

13日㈯ 第1回白井ライオンズクラ
ブチャリティー歌謡祭 15：30

指定席
3,000円
自由席
2,000円

白井ライオンズク
ラブ事務局
☎（490）8989

14日㈰ 桜台小・中学校ジョイント
コンサート 14：00 無料 桜台中学校

☎（492）7020

20日㈯ 中
しろい人形劇まつり
「ともだちはブブとトト」
ほか

11：00 1,000円
白井人形劇まつり
実行委員会　新井
☎（491）3595

21日㈷

大

10周年記念発表会　Gフレ
ンズダンスクラブ 13:00

無料

山口
☎070（5027）3338

25日㈭ 七次台中学校吹奏楽部定期
演奏会 14:00 七次台中学校

☎（491）1275

26日㈮ 視聴覚ライブラリー春休み
映画会「アイス・エイジ3」 10:00

中央公民館
☎（491）0166

27日㈯ 白井高等学校第18回定期演
奏会 13:30 白井高等学校

芝内☎（491）1511

28日㈰

2台ピアノによるスプリン
グコンサート 14:00 ピアニッシモ 藤井

☎（457）9675

中 ピアノ発表会 13:15 安部
☎（491）7806

30日㈫ 大 山本リンダ・三田明　歌謡
ショー 18:15 指定席

3,500円
エムアイ企画
☎03（6407）4451

※主催者の都合により内容が変わる場合があります。

日 程 時　間 場　所
10日㈬

10:00 ～ 11:30
保健福祉センター

17日㈬ 西白井複合センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護
師が対応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。
　10日㈬は食事や栄養について栄養士に相談したり、子ども
の身長や体重を測定することができます。


